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ＰＲＩＭＥＰＯＷＥＲシャットダウンの検証結果 

 

2003 年 4 月 24 日  

富士通コワーコ株式会社 

山洋電気株式会社  

１．試験目的 

 

・ UPS 

・ LAN I/F カード実装 UPS 

・ Web-tapⅠ 
 

上記装置を使用して、PRIMEPOWER のシャットダウン検証試験を行なった。 

 

 

２．試験環境 

 

試験場所 ： 富士通株式会社 PRIMEPOWER CENTER 

       Consultation Room A 

試験日  ： 2003 年 4 月 16 日 

 

使用機器１： ＰＲＩＭＥＰＯＷＥＲ １ 

   ＯＳ： Solaris(TM) 8 Operating Environment 2/02(64-bit) 

    

使用機器２： ＰＲＩＭＥＰＯＷＥＲ ２００ 

   ＯＳ： Solaris(TM) 8 Operating Environment 2/02(64-bit) 
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３．システム構成 

 

 ３．１ Web-tapⅠから PRIMEPOWER 1 のシャットダウン 

・ Web-tapⅠから PRIMEPOWER 1 の Serial A にｼﾘｱﾙﾛｸﾞｲﾝによるシャットダウン（別紙１）―――― ３ 

・ Web-tapⅠから PRIMEPOWER 1 の Serial B にｼﾘｱﾙﾛｸﾞｲﾝによるシャットダウン（別紙２）―――― ５ 

 

 ３．２ Web-tapⅠから PRIMEPOWER 200 のシャットダウン 

・ Web-tapⅠから PRIMEPOWER 200 の SerialA/ B にｼﾘｱﾙﾛｸﾞｲﾝによるシャットダウン（別紙３） ― ８ 

・ Web-tapⅠから PRIMEPOWER 200 の UPC ｲﾝﾀﾌｪｰｽを使用したシャットダウン（別紙５） ――――１０ 

 

 ３．３ UPS から PRIMEPOWER 1 のシャットダウン 

・ UPS（LAN I/F ｶｰﾄﾞ）から PRIMEPOWER 1 に Telnet ﾛｸﾞｲﾝによるシャットダウン（別紙６）―――１３ 

 

 ３．４ UPS から PRIMEPOWER 200 のシャットダウン 

・ UPS（LAN I/F ｶｰﾄﾞ）から PRIMEPOWER 200 に Telnet ﾛｸﾞｲﾝによるシャットダウン（別紙７）――１６ 

・ UPS（LAN I/F ｶｰﾄﾞ）から PRIMEPOWER 200 の UPC ｲﾝﾀﾌｪｰｽによるシャットダウン（別紙８）――１９ 

・ UPS の接点信号により PRIMEPOWER 200 の UPC ｲﾝﾀﾌｪｰｽによるシャットダウン（別紙９）――――２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．試験結果 

 

項番３のシステム構成による PRIMEPOWER のシャットダウン試験を行ない、正常にシャット

ダウンが行なわれ、動作に問題ないことを確認した。 

 

－以上－ 

 

接続機種 シリアルシャットダウン UPC（接点）接続 Telnet 接続 

Web-tap PW1(A ﾎﾟｰﾄ) 別紙１ 

PW1(B ﾎﾟｰﾄ) 別紙２ 

PW200    別紙３ 

 

 

PW200     別紙５ 

（特殊ｹｰﾌﾞﾙ：TR 内蔵） 

 

UPS   

PW200     別紙８ 

（特殊ｹｰﾌﾞﾙ：TR 内蔵） 

PW200     別紙９ 

PW1      別紙６ 
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙１） 

Web-tapⅠから PRIMEPOWER 1（A ポート）のシャットダウン 
 

１．システム構成 

 

 

２．シャットダウンシーケンス 

  

 

 

 

 

 

 

Web-tapⅠからPRIMEPOWER 1 のSerial Aにシリアルログインし、シャットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

Web-tapⅠAC 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

 

 

 

 

PRIMEPOWER 

ＯＳ状態 

 

 

 

 

PRIMEPOWER 1 Web-tapⅠ 

Serial A CH1 
ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 

UPS 

UPS ﾎﾟｰﾄ 

ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 
(接点 or ｼﾘｱﾙ通信) 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 出力オフ遅延時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
前
処
理
実
行 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
実
行 

Running 
ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 

Running 

Power off 

Running 

Power off 

または 

shutdown –y –g0 –i5 

shutdown –y –g0 –i0 

商用電源 

P-Mode : Auto 

9p-25p 変換 
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３．Web-tapⅠの設定 

 

① 該当 CH に「WS（シリアル）」の接続装置を追加する。 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、出力オフ遅延時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

③ イベント設定の WS スクリプトの設定を行なう。（WS スクリプト設定画面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ シャットダウンコマンド（init ｺﾏﾝﾄﾞ/shutdown ｺﾏﾝﾄﾞ） 

init 0   ROM ﾚﾍﾞﾙ /usr/sbin/shutdown �y �g(grace period) i0 

init 5   電源 OFF /usr/sbin/shutdown �y �g(grace period) i5 

init 6   再起動   /usr/sbin/shutdown �y �g(grace period) i6 

                                    ＊ grace pieriod：待ち時間（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 60s） 

 

４．PRIMEPOWER 1 の設定 

  

 AC 復電時の Web-tapⅠAC 出力 ON により、PRIMEPOWER 1 を自動起動させたい場合は、

PRIMEPOWER 1 背面の電源モードスイッチを Auto に設定する。 

 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、2 項に記述したように、 
shutdown -y -g0 -i5  

shutdown -y -g0 -i0 
により、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ後の OS 動作が異なるが、 
復電時の自動起動は、どちらも可である。 



5/22 

PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙２） 

Web-tapⅠから PRIMEPOWER 1（B ポート）のシャットダウン 
 

１．システム構成 

 

２．シャットダウンシーケンス 

  

 

 

 

 

 

 

Web-tapⅠからPRIMEPOWER 1 のSerial B にシリアルログインし、シャットダウンを行なう。 

※ Serial B を使用する場合は、RS232C 分岐ｹｰﾌﾞﾙの別途手配が必要です。 

 

 

商用電源  

 

Web-tapⅠAC 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

 

 

 

 

PRIMEPOWER１ 

ＯＳ状態 

 

 

 

 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 出力オフ遅延時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
前
処
理
実
行 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
実
行 

Running 
ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 

Running 

Power off 

Running 

Power off 

または 

shutdown –y –g0 –i5 

shutdown –y –g0 –i0 

PRIMEPOWER 1 Web-tapⅠ 

Serial B 

CH1 
ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 

UPS 

UPS ﾎﾟｰﾄ 

ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 
(接点 or ｼﾘｱﾙ通信) Serial A 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 
RS232C 
分岐ｹｰﾌﾞﾙ 

P-Mode : Auto 

商用電源 

9p-25p 変換 
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３．Web-tapⅠの設定 

 

① 該当 CH に「WS（シリアル）」の接続装置を追加する。 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、出力オフ遅延時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

③ イベント設定の WS スクリプトの設定を行なう。（WS スクリプト設定画面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．PRIMEPOWER 1 の設定 

（１） 復電時の自動起動について 

 AC 復電時の Web-tapⅠAC 出力 ON により、PRIMEPOWER 1 を自動起動させたい場合は、

PRIMEPOWER 1 背面の電源モードスイッチを Auto に設定する。 

root 権限にスイッチユーザし、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞを
発行する。 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、2 項に記述したように、 
shutdown -y -g0 -i5  
shutdown -y -g0 -i0 

により、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ後の OS 動作が異なるが、 
復電時の自動起動は、どちらも可である。 

Serial B は、通常 root ユーザでのログインが 
不可であるため、一般ユーザでログインする。 
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（２） Serial B からログインするための設定 

 

① XWINDOW が使用できる場合は、admintool を使用して設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※シリアルポートの設定のデフォルト値は、上記、「オプション」の「初期化操作のみ」は、 

   チェックが付いているため、チェックを外す。 

 

② XWINDOW が使用できない場合は、以下の手順で、ファイルを編集し、OS を再起動する。 

（編集前） 

  

 

 

 

 

 

 

 

  （編集後） 

 

 

 

 

 

 

 

# VERSION=1 

ttya:u:root:reserved:reserved:reserved:/dev/term/a:I::/usr/bin/login::9600:ldter 

m,ttcompat:ttya login¥: ::tvi925:y:# 

ttyb:u:root:reserved:reserved:reserved:/dev/term/b:I::/usr/bin/login::9600:ldter 

m,ttcompat:ttyb login¥: ::tvi925:y:# 

# VERSION=1 

ttya:u:root:reserved:reserved:reserved:/dev/term/a:I::/usr/bin/login::9600:ldter 

m,ttcompat:ttya login¥: ::tvi925:y:# 

ttyb:u:root:reserved:reserved:reserved:/dev/term/b:::/usr/bin/login::9600:ldter 

m,ttcompat:ttyb login¥: ::tvi925:y:# 

I を削除する。ｿﾌﾄｳｪｱｷｬﾘｱ 
ﾁｪｯｸ有：y 
ﾁｪｯｸ無：n 
 

初期化ﾁｪｯｸ有：I 
      ﾁｪｯｸ無：ﾌﾞﾗﾝｸ 
初期化発信両用ﾁｪｯｸ有 
の場合：b 
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙３） 

Web-tapⅠから PRIMEPOWER 200 のｼﾘｱﾙシャットダウン 
 

１．システム構成 

 

 

 

２．シャットダウンシーケンス 

  

 

 

 

 

 

 

Web-tapⅠから PRIMEPOWER 200 の Serial A にｼﾘｱﾙﾛｸﾞｲﾝしシャットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

Web-tapⅠAC 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

 

 

 

 

PRIMEPOWER200 

ＯＳ状態 

 

 

PRIMEPOWER 200 Web-tapⅠ 

Serial A CH1 
ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 

UPS 

UPS ﾎﾟｰﾄ 

ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 
(接点 or ｼﾘｱﾙ通信) 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 出力オフ遅延時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
前
処
理
実
行 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
実
行 

Running 
ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 

Running 

Power off 

shutdown –y –g0 –i0 

復電時に自動起動させるため、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、 
Ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ状態にする（Power off しない）。 

商用電源 

9p-25p 変換 
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３．Web-tapⅠの設定 

 

① 該当 CH に「WS（シリアル）」の接続装置を追加する。 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、出力オフ遅延時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

③ イベント設定の WS スクリプトの設定を行なう。（WS スクリプト設定画面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．PRIMEPOWER 200 の設定注意事項 

  

 PRIMEPOWER 200 以上の機種では、専用の UPS インタフェース（接点）でシステムシャット

ダウンする方法とシリアルログインする２種の方法がある。 

シリアルログインする場合、自動電源制御のスケジュール設定は行わないで下さい。 

  

 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、2 項に記述したように、 
shutdown -y -g0 -i0 

とし、Ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ状態にするシャットダウンを行
なうことにより、復電時の自動起動が可となる。
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙５） 

Web-tapⅠから PRIMEPOWER ２００のシャットダウン（UPC 接続） 
 

１．システム構成 

 

 

 

２．シャットダウンシーケンス 

  

 

 

 

 

 

 

Web-tapⅠと PRIMEPOWER 200 の UPC インターフェース接続し、停電／復電信号による 

シャットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

Web-tapⅠAC 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

Web-tapⅠ接点信号 

  停電 

  復電 

 

 

PRIMEPOWER200 

ＯＳ状態 

 

 

PRIMEPOWER 200 Web-tapⅠ 

UPC 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

CH1 
特殊ｹｰﾌﾞﾙ 
 

UPS 

UPS ﾎﾟｰﾄ 

ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 
(接点 or ｼﾘｱﾙ通信) 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 出力オフ遅延時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

Running Running 

Power off 

SCF が UPC の停電信号を検知し、 
シャットダウンを行なう。 

電源投入時、SCF が UPC の復電状態を
認識し、自動起動する。 

SCF の設定 
UPS 「停電後の稼働時間（秒）」 

商用電源 
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３．Web-tapⅠの設定 

 

① 該当 CH に「PC（接点）」の接続装置を追加する。 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、出力オフ遅延時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

 

４．PRIMEPOWER 200 の設定 

 

（１） 復電時の自動起動について 

 AC 復電時の Web-tapⅠAC出力 ON（復電信号）により、PRIMEPOWER 200 を自動起動させ

たい場合は、PRIMEPOWER 200 の復電モードスイッチを ON に設定する。 

 

 

 

 

 

  ＊自動起動時の PRIMEPOWER200 の動作はオペレータパネルの Manual-Auto-Secure スイッチ 

  の設定により異なります。 

    Manual 設定時：ok プロンプト状態 

    Auto 設定時  ：OS が立上り、ログイン入力画面 

   （Secure 設定時 ：オペパネルスイッチロック） 

 

（２） SCF の設定 

 

① INDOW が使用できる場合は、scftool を使用して SCF の設定を行なう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② WINDOW が使用できない場合は、scfconf コマンドにて設定を行なう。 

  

 

#  

#/opt/FJSVapcs/sbin/apcsset -P 

on 0 

#/opt/FJSVapcs/sbin/apcsset -P on 

# 
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参考 
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙６） 

UPS から PRIMEPOWER 1 のシャットダウン(Telnet ﾛｸﾞｲﾝ) 
 

１．システム構成 

 

 

２．シャットダウンシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS から PRIMEPOWER 1 に Telnet でログインし、シャットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

UPS 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

 

 

 

 

PRIMEPOWER1 

ＯＳ状態 

 

 

 

 

PRIMEPOWER 1 

Telnet ログイン 

LAN 

 

 

UPS 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 UPS 自動停止時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
前
処
理
実
行 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
実
行 

Running 
ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 

Running 

Power off 

Running 

Power off 

または 

shutdown –y –g0 –i5 

shutdown –y –g0 –i0 

LAN I/F
カード 

P-Mode : Auto 

商用電源 
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３．UPS のＬＡＮ Ｉ／Ｆカードの設定 

 

① 「WS（LAN I/F カード Telnet ログイン）」の接続装置を追加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、UPS 自動停止時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

 

③ イベント設定の WS スクリプトの設定を行なう。（WS スクリプト設定画面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、2 項に記述したように、 
shutdown -y -g0 -i5  

shutdown -y -g0 -i0 
により、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ後の OS 動作が異なるが、 
復電時の自動起動は、どちらも可である。 Telnet からは、通常 root ユーザでのログインが

不可であるため、一般ユーザでログインする。 
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４．PRIMEPOWER 1 の設定 

  

 AC 復電時の UPS 出力 ON により、PRIMEPOWER 1 を自動起動させたい場合は、

PRIMEPOWER 1 背面の電源モードスイッチを Auto に設定する。 

 

 

５．その他 

 

 UPS の LAN I/F カードのシリアルポートを使用し、Web-tapⅠと同様に、PRIMEPOWER 1 の

シリアルポートからログインしシャットダウンすることも可能である。（別紙１と同一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS から PRIMEPOWER 1 の Serial ポートからログインし、シャットダウンを行なう。 

商用電源 

PRIMEPOWER 1 

LAN 

 

 

UPS 

LAN I/F
カード ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 

Serial A 
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙７） 

UPS から PRIMEPOWER 200 のシャットダウン(Telnet ﾛｸﾞｲﾝ) 
 

１．システム構成 

 

 

２．シャットダウンシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS から PRIMEPOWER 200 に Telnet でログインし、シャットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

UPS 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

 

 

 

 

PRIMEPOWER200 

ＯＳ状態 

 

 

PRIMEPOWER 200 

Telnet ログイン 

LAN 

 

 

UPS 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 UPS 自動停止時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
前
処
理
実
行 

シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
実
行 

Running 
ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 

Running 

Power off 

shutdown –y –g0 –i0 

LAN I/F
カード 

復電時に自動起動させるため、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、 
Ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ状態にする（Power off しない）。 

商用電源 
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３．UPS（ＬＡＮ Ｉ／Ｆカード）の設定 

 

① 「WS（LAN I/F カード Telnet ログイン）」の接続装置を追加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、UPS 自動停止時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

 

③ イベント設定の WS スクリプトの設定を行なう。（WS スクリプト設定画面参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝｺﾏﾝﾄﾞは、2 項に記述したように、 
shutdown -y -g0 -i0 

とし、Ok ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ状態にするシャットダウンを行な
うことにより、復電時の自動起動がも可となる。 

Telnet からは、通常 root ユーザでのログインが
不可であるため、一般ユーザでログインする。 
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４．PRIMEPOWER ２００ の設定注意事項 

  

  PRIMEPOWER 200 以上の機種では、専用の UPS インタフェース（接点）でシステムシャッ

トダウンする方法とシリアルログインする２種の方法がある。 

シリアルログインする場合、自動電源制御のスケジュール設定は行わないで下さい。 

  

 

５．その他 

 

 UPS の LANI/F カードのシリアルポートを使用し、Web-tapⅠと同様に、PRIMEPOWER 200

のシリアルポートからログインしシャットダウンすることも可能である。（別紙３と同一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS から PRIMEPOWER 200 の Serial ポートからログインし、シャットダウンを行なう。 

PRIMEPOWER 200 

LAN 

 

 

UPS 

LANI/F
カード 

ｼﾘｱﾙｹｰﾌﾞﾙ 
Serial A，B 

商用電源 

9p-25p 変換 
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙８） 

UPS から PRIMEPOWER 200 のシャットダウン（UPC 接続）別紙５参照 
 

１．システム構成 

 

２．シャットダウンシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS(LAN I/F ｶｰﾄﾞ)の接点信号インタフェースで、PRIMEPOWER 200 の UPC インタフェー

スによるシャットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

UPS 出力 

 

 

発生イベント 

 

 

 

 

LAN I/F ｶｰﾄﾞ接点信号 

  停電 

  復電 

 

 

PRIMEPOWER200 

ＯＳ状態 

 

PRIMEPOWER 200  

 

UPS 

UPC 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

LAN I/F ｶｰﾄﾞ 
ｼﾘｱﾙ 

特殊ｹｰﾌﾞﾙ 

 

LANI/F
カード 

LAN 

商用電源 

停電確認時間 ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ遅延時間 UPS 自動停止時間 

停電発生 停電復旧 

停
電
発
生 

回
復
不
能
（
停
電
） 

Running Running 

Power off 

SCF が UPC の停電信号を検知し、 
シャットダウンを行なう。 

SCF の設定 
UPS 「停電後の稼働時間（秒）」 

電源投入時、SCF が UPC の復電状態を
認識し、自動起動する。 
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３．UPS（LAN I/F カード）の設定 

 

① 「PC（接点）」の接続装置を追加する。 

② 停電確認時間、シャットダウン遅延時間、出力オフ遅延時間は、必要に応じて、設定値を変更

する。 

 

４．PRIMEPOWER ２００ の設定 

  

（１）復電時の自動起動について 

 AC 復電時の UPS 出力 ON(復電信号)により、PRIMEPOWER 200 を自動起動させたい場合は、

PRIMEPOWER 200 の復電モードスイッチを ON に設定する。 

 

 

 

 

 

  ＊自動起動時の PRIMEPOWER200 の動作はオペレータパネルの Manual-Auto-Secure スイッチ 

  の設定により異なります。 

    Manual 設定時：ok プロンプト状態 

    Auto 設定時  ：OS が立上り、ログイン入力画面 

   （Secure 設定時 ：オペパネルスイッチロック） 

 

（２）SCF の設定 

 

① XWINDOW が使用できる場合は、scftool を使用して SCF の設定を行なう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② XWINDOW が使用できない場合は、scfconf コマンドにて設定を行なう 

 

 

#  

#/opt/FJSVapcs/sbin/apcsset -P 

on 0 

#/opt/FJSVapcs/sbin/apcsset -P on 

# 
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PRIMEPOWER シャットダウン検証結果（別紙９） 

UPS から PRIMEPOWER 200 のシャットダウン（UPC 接続） 
 

１．システム構成 

 

 

 

２．シャットダウンシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS の接点信号インタフェースで、PRIMEPOWER 200 の UPC インタフェースによるシャ

ットダウンを行なう。 

 

 

商用電源  

 

UPS 出力 

 

 

UPS 接点信号 

  停電 

  復電 

 

 

PRIMEPOWER200 

ＯＳ状態 

 

 

PRIMEPOWER 200  

 

UPS 

UPC 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

接点 
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ UPC 接点ｹｰﾌﾞﾙ 

停電発生 停電復旧 

Running Running 

Power off 

SCF が UPC の停電信号を検知し、 
シャットダウンを行なう。 

SCF が UPC の復電状態を認識し、自動
起動する。 SCF の設定 

UPS 「停電後の稼働時間（秒）」 

長時間停電により、放電終止まで
達した場合は、出力が OFF する 

商用電源 
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３．PRIMEPOWER ２００ の設定 

  

（１）復電時の自動起動について 

 AC 復電時の UPS 出力 ON（復電信号）により、PRIMEPOWER 200 を自動起動させたい場合

は、PRIMEPOWER 200 の復電モードスイッチを ON に設定する。 

 

 

 

 

 

  ＊自動起動時の PRIMEPOWER200 の動作はオペレータパネルの Manual-Auto-Secure スイッチ 

  の設定により異なります。 

    Manual 設定時：ok プロンプト状態 

    Auto 設定時  ：OS が立上り、ログイン入力画面 

   （Secure 設定時 ：オペパネルスイッチロック） 

 

（２）SCF の設定 

 

① XWINDOW が使用できる場合は、scftool を使用して SCF の設定を行なう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② XWINDOW が使用できない場合は、scfconf コマンドにて設定を行なう。 

 

 

#  

#/opt/FJSVapcs/sbin/apcsset -P 

on 0 

#/opt/FJSVapcs/sbin/apcsset -P on 

# 


